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Ⅰ．警視流立居合の現状と本研究の趣旨
居合は，戦国時代，敵の不意の攻撃を迅速な
「鞘離れの一刀」で制する武術として編み出さ
れ，居相，抜刀，抜剣等とも呼称される．江戸
時代に治世の武術たる性格を強め，柄への手掛
け，鯉口の切り方，抜刀等の基本を修得し，屋
内や往来での急変に対処する武士の嗜みとなっ
た．機に応じ座位からの抜刀を特徴とするもの
の，立技の「立居合」があり，柔術的技法も少
なくない（平凡社「世界大百科事典」②９４，
山蔦重吉「夢想神伝流居合道」１５頁等）．剣
道人の素養として最も普及する全日本剣道連盟
（以下「全剣連」という）居合では，正座及び
居合膝の部４本のほか，「立居合」が８本を占
める．
（警視流立居合の現状等）
　警視流は，洋装帯剣の警察官に対する統一
的訓練の必要から，警視庁が明治１９年に「立
居合」及び「木太刀」の形を制定したことをもっ
て嚆矢とする．中村民雄「幕末関東剣術流派伝
播形態の研究（１）」福島大教育学部論集６１
号２９頁は「明治２０年代後半に警視流，後に
は武徳会流（大日本武徳会）など流派を超えて
組織名を名乗る者が登場し，同２６年・平井温
良編「日本武術名鑑」では，剣術家７３３人中
３７人（５％）が流派名「警視流」を名乗る」
旨往時の普及状況を指摘する．現在，警視庁居
合同好会（伊藤知治・第三代師範（昭和２３年
生．昭和４２年警視庁採用，平成１９年逮捕術
指導室主席師範退職・名誉師範．剣道居合道教
士八段）．会員数は，同２３年末現在で８５人）
は，全剣連居合及び夢想神伝流居合と共に「警
視流立居合」の修錬を続け，８７回を数える警
視庁剣道大会（警視庁武道館）において多数回
の公開演武を実施した．１０７回を数える全剣
連主催・全日本剣道演武大会（京都武徳殿）には，
例年，天野政晴及び續訓弘・居合道教士八段が
流派名「警視流」で出場し「立居合」を演武す
る．５５回を数える全三菱武道大会（日本武道
館）において，三菱武道会居合道部（鈴木一代表・
居合道範士剣道教士警視庁居合同好会参与．大
正１２年生，平成２４年逝去）が「立居合」を
複数回演武したほか，広島 < 注１>，函館等で
も立居合の演武等が行われた．
< 注１>　平成２０年７月２９日付け中国新聞
は「警視流立居合・技継ぐ」と題し，
伊藤雅二（元）警視庁師範から最後の
弟子として警視流立居合を学んだ西
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東高晴が，２年前から呉市でその指導
に当たり，紹介ＤＶＤも作成した旨報
道した．立居合を「全国で唯一伝える」
とした点は事実でないが，長年警視庁
本部で剣道・居合道を稽古いただく一
愛好者として，広島に同門の御活躍を
承知し欣快にたえなかった．
　（本研究の趣旨）
　警視流の形のうち，警視庁剣道指導室（以
下「剣道指導室」という）がよく継承する木太
刀の形に比べ，立居合の形は，制定当初から普
及の度合いに差があったやに思われる（全剣連
「剣道の歴史」（以下「剣道の歴史」という）田
口榮治３０４頁）．剣道指導室「警視庁剣道教本」
平成３・２３年は，木太刀の形のみ掲載し，立
居合の形は掲載しない．警視庁教養係警部館野
覺治「警視庁武道史管見」天之巻・昭和９年７
月自警は「警視庁武道に関し何ら統一的記録が
ない．資料が少なく，殊に大正１２年大震災前
の記録は殆どない」と慨嘆する．久保克己・警
視庁居合同好会第二代師範（昭和２年生．昭和
２３年警視庁採用，同６２年剣道指導室師範退
職．剣道範士居合道教士．以下「久保師範」と
いう）が，平成２３年東北大震災直後に逝去さ
れるなど，警視流立居合の系譜を知る諸賢も少
なくなりつつある．
警視庁の斯道における功績は，明治維新後最
初に公的機関として武術を認知し，各種大会を
開催奨励するとともに，警視流の形及び級位を
制定し流派性の解消を試みたことにある（剣道
の歴史１９頁）．当該功績の大に改めて思いを
致し，警視庁警務部教養課（以下「教養課」と
いう）及び剣道指導室・逮捕術指導室，警視庁
居合同好会，全剣連事務局総務部門（資料担当），
三菱武道会居合道部等の御協力を得，関連資料
を可能な限り収集分析して，主に「現代武道史」
的視座を中心に，警視流立居合の研究を行った．
Ⅱ．警視庁の歴史と警視流制定当時の諸情勢
明治維新当初，首都警察は諸藩兵，次に府兵
が担うが，明治４年これを解消し，東京府中取
締のため羅卒３千人（うち２千人は鹿児島から
徴募）を置いた．明治５年羅卒は司法省警保寮
に移管されたが，同７年警保寮は新設の内務省
に移管され，太政官達第６号をもって東京警視
庁が創置された．警視庁は，東京府下警察一切
のほか国事警察すべても管轄した．羅卒を巡査
と改め，定員を６千人としたが，番人の羅卒昇
格等を不満とする辞職者が続出し欠員補充のた
め巡査２千人を東北地方等各地から採用した．
警視庁は，首都の治安を確保しつつ，政府直
属の警察として，士族反乱や農民一揆など反政
府運動に際し，各地に警察官を派遣し，鹿児島
士族の明治１０年・反政府暴動「西南戦争」には，
別働第三旅団として参戦した（世界大百科事典
第２卷⑧５０３，中村民雄「明治十年代におけ
る警視庁の武術家」東海近代史研究会「東海近
代史研究」第５号，警視庁史「明治編」１７頁）．
西南戦争で大功のあった警視庁抜刀隊には，旧
会津藩士族が多かったとの指摘がある（庄子宗
光「改訂増補・剣道百年」１３頁等）．
明治維新後，剣術 < 注２> は旧時代の遺物と
も見られ，「散髪，制服，略服，脱刀共勝手事，
但し礼服の節は帯刀可致事」旨の明治４年太政
官布告第３９９号，「自今大礼服並に軍人及び
警察官吏制規ある服着用の節を除くの外帯刀被
禁候，但し違反者は其刀取上事」旨の同９年太
政官布告第３８号が相次いで発出されたこと等
もあって，一時著しく衰退した．しかし，榊原
鍵吉らの撃剣興業，山岡鉄舟による修養として
の剣術の標榜等の努力がされる中，西南戦争で
の警視庁抜刀隊の功績等もあって剣術が再評価
され，明治１０年代に警察武術たる地位を確保
した．同１９年帝国大学撃剣部設立，同４４年
「体操は，体操，教練，遊戯及競技を授くべし，
又「剣道」柔道を加ふることを得」旨の中学校
令施行規則一部改正等によって近代教育の一環
を担った（剣道の歴史１５頁，赤門剣友会「東
大剣道部百十年の歩み」１６頁等）．
当時の犯罪情勢を見ると，明治７年岩倉具視
暗殺未遂と佐賀・江藤新平の乱，同９年熊本県
士族の乱，同１０年西南戦争，同１１年大久保
利通暗殺，同１４年本郷４人強殺事件（警視庁
史１７１頁）等，日本刀を使用した国事犯や一
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般凶悪事犯等が続発した．犯罪捜査や警備に従
事する巡査らにとって剣術や居合は，日常警察
活動での需要度が高く，巡査らの教養訓練とし
て必要性と緊急性がある中で「警視流」制定に
至ったといえる．
< 注２>　刀剣の操法は，古く「撃刀」「撃剣」，
後に「剣術」「剣法」「刀術」「刀法」
等と呼称され（富永堅吾「剣道五百年
史」１９頁），明治時代は「剣術」「撃
剣」の呼称が一般的であった（剣道百
年５８頁）．明治１２年剣客を入れて
巡査に剣を教えることとなった警視
庁（堀正平「大日本剣道史」２００頁）
は「各屯所詰巡査撃剣の義は，職務上
有益なるを以て従来執行致来候處，尚
今後公務の傍無洩修業可為致」修錬時
の負傷を職務上のそれとする旨の同
１５年巡査本部諭達を発出するなど，
柔術に先立ち「撃剣」の修錬を組織的
に奨励した．同４４年中学校令施行規
則が正科名を「剣道」と規定し，警視
庁も大正元年訓令甲第２０号をもっ
て「撃剣」の呼称を「剣道」と改めた．
同年制定の「大日本帝国剣道形」が「剣
道」との呼称を採用し，そのころから
「剣道」の呼称が一般的となった．こ
のほか，同１５年訓令第９９号「武道
師範，助教，助手服務規程」による助
教（現在の教師）制度創設等につき，
警視庁武道史管見乾之巻・昭和９年
１１月自警が詳述する．
Ⅲ．警視流立居合の研究
八戸市立図書館（以下「八戸図書館」とい
う）所蔵「警視流剣術組太刀之方書・明治２４
年１１月１日写之」（資料①）は，明治１９年
６月付け「警視庁本署撃剣世話掛」名義の緒言
に引き続き，警視流の形解説（以下「明１９解
説」という）を掲載し，これが警視流形解説の
最も古い写本とされるが（剣道の歴史３０４・
５２４頁），その原本は発見されていない．昭
和５６年・警視庁剣道連盟編「警視庁剣道要鑑」
（資料②）は，警視流立居合の詳細な形解説（以
下「昭５６解説」という）を掲載する．警視流
立居合に関する警視庁公刊物として最新の重要
資料であり，平成１２年・警視庁剣道朝稽古会
「剣道読本」１８５頁等に転載された．
教養課編「警視庁武道九十年史」（以下「九十
年史」という）２４頁は「警察官の訓練も，各
派各流が思いのまま行っては困る」「警視庁で
はとくに洋装帯剣の警察官が，その進退操縦宜
しきにかなうようにということも含めて形の制
定にかかった」「新しく警視庁流撃剣の形が組
み上げられた」として撃剣形１０本を記載した
のに引き続き，立居合の形として「前腰（正面）
浅山一傳流」「夢想返（正面ヨリ後）神道無念流」
「廻リ掛（正面ヨリ右）田宮流」「右ノ敵（正面
ヨリ右）鏡心明智流 < 注３>」「四方（正面ヨ
リ左右）立身流 < 注４>」の五本がある旨言及
するが，制定者，制定時期，形解説など詳細は
記述しない．警視流立居合は，今日，警視庁本
部道場を中心に日々研鑚されているが，古流一
般がそうであるように，形解説は専ら歴代師範
の口伝による伝承の比重が高く，年月経過等に
伴う微妙な変遷は避けられない．関係資料の更
なる蒐集吟味が緊喫の課題である．
< 注３>　木下壽徳「剣法至極詳傳」２３３頁
等も鏡「心」明智流とするが，明１９
解説のほか，山田次郎吉「日本剣道史」
３６０頁，大日本剣道史５００頁等に
従い，本稿では，鏡「新」明智流と表
記することとした．
< 注４>　「たつみ流」と呼称する説もあるが ,
警視庁名誉師範・田口榮治剣道範士は
「りっしん流」と呼称する（大日本剣
道史５１０頁，日本剣道史５７６頁等
も同じ）．
　1　流派名の統一
明１９解説は，流派名を「警視流」と明記し，
大正２年・剣法至極詳傳２２５頁も「警視流」
とするが，同１４年・日本剣道史３５９頁は「警
視庁は特に警官の進退操縦宜しきに合ふ方法を
目途として各流の粋を蒐めて新たに警視庁流と
いふ一派を組織させすべて是に準拠して学ばす
こととなった」旨記述し「警視庁流」と称する．
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昭和５年・室井秋治編「警視流」（片仮名書「ガ
リ」刷形解説を，中村民雄「史料近代剣道史」
３１１頁が片仮名書「活版」刷で復元．以下「室
井解説」という < 注５>）は，「警視流」と呼
称するが，同９年・大日本剣道史２０７頁が「警
視庁流」と称するなど，往時は「警視流」「警
視庁流」の呼称が併存した．その後，同４０年・
九十年史２５頁は，流派名を「警視庁流」とし
た上で「今日「警視流」木太刀形及び立居合と
いう名称で，岡田守弘が正しく保存する」旨記
述し，当時の警視庁において，従前の「警視流」
「警視庁流」の併称から，「警視流」へと流派名
統一が図られたやに窺われる．警視庁の公史た
る九十年史が警視流の正統な伝承者と認める岡
田守弘（明治２７年生．大正１２年警視庁採用，
昭和３３年剣道師範退職．剣道居合道範士．昭
和５９年逝去）は，「警視流居合形」と題する
警視流形解説（片仮名書）・立居合解説（平仮
名書）ガリ刷 < 注６>，警視庁剣道助教会「警
視流木太刀之形」と題する警視流木太刀之形・
立居合解説（各平仮名書）ガリ刷（以下「助教
会解説」という）< 注７> 等の貴重な資料を遺
した．
< 注５>　室井解説は「警視流居合形」との表
題に続き，明１９解説とは逆順をもっ
て最初に「警視流形」と題し木太刀の
形の形解説，次に「警視流立居合」と
題し立居合の形の形解説を各記述す
る．また，立居合一本目の流派名を「浅
山流」としたが，木太刀の形では「浅
山一傳流」の呼称を採った．
< 注６>　岡田師範の遺した「警視流居合形」は，
同名の表題に続き，「警視流形」と題
し木太刀の形１０本の形解説（片仮名
書），次に「警視流立居合」と題し立居
合の形５本の形解説（平仮名書）をガ
リ刷したものである．形解説自体は，
室井解説の片仮名書をそのまま平仮名
表記に改めたものであるが，警視庁が
警視流を正しく保存する旨評価する岡
田師範が，これを長く所蔵していた事
実自体，室井解説を相当重視してきた
証左といえよう．後記Ⅲ・5) のとおり，
本研究は「正統性を有する警視流立居
合の解説」は警視庁又は剣道指導室の
作成資料や警視庁歴代師範の口伝に限
定するのが相当との立場を採るが，室
井解説は，岡田師範が「警視流居合形」
を資料として重視したことによって，
形解説として高い価値があると考える．
< 注７>　助教会解説は，「明治十八年九月制定
警視流木太刀之形」と題する警視流木
太刀之形の形解説（平仮名書）に引き
続き，「警視流立居合」と題する形解
説（平仮名書）をガリ刷したものであ
る．制定時期を「明治１８年９月」と
特定したほか，「立居合総名」欄の各
形の名称下に出自の「諸流」名，「形
提出者」名等を具体的に記述する．
　昭和４０年の九十年史刊行後，助教会解説
やその複製と見られる同４２年・全剣連複製「警
視流木太刀之形」（以下「昭４２解説」という）は，
「警視流」の呼称を採ったものの，警視庁部外
では，昭和４５年・剣道百年１９頁や同５０年・
和田八郎範士校閲「警視庁流居合」（川口文夫
教士筆記．以下「和田解説」という）が，「警
視庁流」の呼称を維持する一方，同５５年・山
下素治「明治の剣術」１７７頁のように「警視
流」と呼称する著作もあった．昭４２解説の転
載と推認される昭５６解説の目次，表題等を複
数部点検すると，当初「警視庁流」と印字し発
刊後「庁」の一字を抹消して「警視■流」と修
正するなど，未だ「警視庁流」との旧称の残滓
がなお窺われる．しかし，現在，警視庁におい
て「警視庁流」との呼称は皆無であり，流派名は，
明１９解説どおり「警視流」に統一されている．
2　警視流立居合の制定時期
警視流の制定時期について警視庁武道史管見
天之巻７４頁は「明治１８年」とし「弥生神社
創設奉納武術大会が本郷向ヶ岡で挙行され，斯
道の達人相謀って当日来集した十六流より得意
とする術を提供させ取捨綜合の上，形を制定し
警視庁武道が確立された」旨記述する．室井解
説の片仮名書を平仮名表記に改めた岡田師範所
蔵の「警視流居合形」は，ガリ刷当初，室井解
説と同じく < 注８> 制定時期を「明治□年」と
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空欄にしていたが，後日，当該空欄に「十八」
と肉筆で記入した．これを受けてか，助教会解
説も「明治１８年」の制定とするが，同１９年
２月１３日付け朝野新聞は「警視庁にては近来
頻りに撃剣の道を奨励せらるれど，未だ何流と
も定まりたる流儀とてはあらざりしを，今度同
庁の撃剣教授者なる逸見宗助の立身流と上田美
忠の鏡新明智流とを折衷し，警視流と云へる一
派の流儀を起し，巡査，看守等に教授せしめら
る」旨，同年９月２日付け時事新報は「撃剣
は，総て実地適用を主となし，是迄の竹刀には
人々に依りて長短ありて一定せざりしものを改
正して更に２尺３寸を定度となし警視流と唱ふ
る一派を開かんとて山岡鉄舟其外剣道に達した
る貴顕の人々へ協議中」旨，更に同３２年の造
士会「国士」１巻５号３７８頁彙報「武術の盛
衰」も「明治１９年向ヶ丘に於て，警視庁武術
大会が挙行せらりしとき，梶川義正，上田馬之
允（美忠），逸見宗助，得能関四郎，真貝忠篤（以
下「梶川」「上田」「逸見」「得能」「真貝」とい
う）相謀り，当日列席の十六流の諸士より各其
得意の術を提供せしめ，取捨選択して，今時に
適する武術即今日の警視庁流を組織」旨記述す
る．したがって，警視流の制定時期は，明１９
解説どおり「明治１９年」と認定すべきであろ
う（日本剣道史５３８頁，大日本剣道史２０７
頁，剣道百年１９頁等同旨）．
< 注８>　室井解説は「形居合ニハ武徳流或ハ
一刀流無念流ト各々ノ形居合アリ．警
視流の形ハ明治□年警視廳ニ於テ得能
関四郎先生ヲ始メ委員ニヨリテ各流ノ
粋ヲ取リ編成セルモノナレバ，他流ヨ
リ勝ルトモ劣ルモノニアラズ．能ク熟
練玩味スレバ業ノ意ニ通ジ玄妙ノ技ヲ
行フナリ」と記述する．
明１９解説の緒言は「明治一新廃刀以来武術
終に廃絶に至らんとせしを我が長官是を再設し
て警察官吏に学しむ．然りと雖諸流混交して其
元を失す．故に今般下命に依て居合５本，木刀
形１０本，諸流より選定偏製」旨，警視庁の長
の下命に基づく形選定編成経緯を記し，緒言に
続く居合の項に「前越・浅山一傳流」「夢想返シ・
神道無念流」「廻リ掛ケ・田宮流」「右之敵・鏡
新明智流」「四方・立身流」として，５本の形
の名称及び出自の「諸流」名並びに簡明な形解
説（片仮名書）を残すが，作成者は「警視廳本
署・撃剣世話掛」とするにとどまり，具体的な
各立居合形提出者の氏名記載はない．明１９解
説の緒言及び形解説を平仮名書とした警視庁所
蔵「警視庁居合並木太刀形」（ガリ刷）は，明
１９年解説が作成名義を「警視廳本署・撃剣世
話掛」に留めたものを「梶川義正」と明示し，
木太刀形のみ掲載する剣法至極詳傳２３４頁も
「梶川撰」とするが，いずれも根拠等不明であり，
警視流の制定者代表として「梶川」を記載した
と見るべきであろう．けだし，前掲「明治十年
代における警視庁の武術家」が「梶川が早くか
ら警部補，巡査部長の地位にあり，当時の主席
師範，警視庁武術の中心的存在．上田は次席，
逸見は三席，得能は四席の師範であった」旨記
述し，大日本剣道史５１３頁等も同旨だからで
ある．
その後，九十年史２４頁は「警視庁流撃剣」
形制定委員につき「梶川，上田，逸見，得能，
真貝ら剣客が任にあたり，新しく警視庁流撃
剣の形が組み上げられた」旨明記したが，「警
視庁立居合」制定者の記述はない．撃剣形制
定委員の流派等につき，大日本剣道史５０５・
５１０・４５０・４６２頁は「上田は鏡新明智
流五代で明治２３年まで警視庁勤務」「逸見は
立身流」「得能は直心影流」「真貝は田宮流」な
どと記述する．
このような中，助教会解説，昭４２解説及び
昭５６解説は「立居合総名」欄に「前腰（正面）
浅山流 < 注９> 幕臣広瀬廉提出」「夢想返し（正
面より後）神道無念流・長岡藩雨宮真三郎提出」
「廻り掛け（正面より左）田宮流・水戸藩小沢
宣提出」「右の敵（正面より右）鏡心明智流 <
注３> 幕臣上田美忠提出」「四方（正面より後
左右）立身流・佐倉藩逸見宗助提出」とし，形
の名称のほか出自の「諸流」名，形提出者名等
を具体的に記述した．
< 注９>　日本剣道史３６０頁は「前越・浅山
一傳流」とし，同５４１頁の剣道流名
録に「浅山一傳流」を掲げるも「浅山流」
の記載はない．大日本剣道史６２８・
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７３１頁も「浅山一傳流」を掲げるも
「浅山流」の記載はない．明１９解説，
九十年史２５頁及び久保解説に従い，
本稿では「浅山一傳流」とする．
九十年史２２頁は「明治２１年６月警視庁撃
剣世話係たりし者」として「吾妻橋署・真貝」
「守衛係・得能」のほか「高輪署・雨宮真三郎」
らを掲記し，弥生社撃剣大会には，明治１５年
「巡査部長・梶川」のほか「巡査・広瀬廉」「巡
査・雨宮真三郎」「看守・上田」「巡査部長・逸見」
らが，同１７年「真貝」のほか「巡査広瀬廉」「茨
城・小沢宣」「上田美忠」「佐倉・逸見」らが各
参加しており（前掲「明治十年代における警視
庁の武術家」，剣道百年２１頁等），昭４２解説
や昭５６解説等が「立居合」形提出者を「浅山
一傳流・広瀬廉」「神道無念流・雨宮真三郎」「田
宮流・小沢宣」「鏡新明智流 < 注３> 上田」「立
身流・逸見」としたことは，根拠一部不分明な
るものの一応の合理性がある．個々の技解釈上
の必要性からも，各流派の居合形に関する資料
蒐集，研究等の結果が待たれる．
なお，剣道指導室には，歴代師範・教師の名
札が「中山博道」「堀田捨次郎」「高須忠雄」「石
関進」「斉村五郎」「持田盛二」「岡田守弘」「小
野十生」「森正純」「堀口清（居合道範士．中山，
堀田，高須らに師事．東日本居合道研究会会長）」
「小川忠太郎」「伊藤雅二」「中島五郎蔵（居合
道範士）」「棚谷昌美」「森島健男」「長島末吉」
「瀧井幸男」「小沼宏至」「久保克己」「佐藤博信
（居合道範士）」「田口榮治」「中山峯雄（居合道
教士）」「益田信吾」「伊藤知治」など退職順に
掲げられ，立居合の伝承や師弟確認等の参考と
なる．剣道人の個人情報等は，このほか，大日
本剣道史，大正７年・堀田捨次郎「剣道の極意」，
昭和５年・宮内省「昭和天覧試合」大日本雄辯
会，昭和５４- ６年・全剣連「剣道・居合道・
杖道高段者指導者名鑑」，同５９年・小沢愛次
郎「皇国剣道史」，平成１６年・三菱武道会「三
菱武道」思斉館落成記念号，同年・神奈川県剣
道連盟居合道部「居合道部３０年の歩み」，同
１７年・棚谷先生追悼記念事業委員会「露堂々」，
同１８年・三菱武道会幹事会「第５０回全三菱
武道大会」，同１９年・池田清代「居合道名人
伝・上下」，同２０年・剣道日本「居合道虎の巻」
等の公開資料による．
3　八戸図書館所蔵「警視流剣術組太刀之方
　　書」（明１９解説）の精査研究
剣道の歴史（資料編）５２４頁は「警視流木
太刀形」と題し「警視流の形解説書で最も古い
写本」との前解説を付し，明１９解説を掲載す
る．今回，当該重要性にかんがみ，八戸図書館
（郷土資料）の御協力を得て精査研究した結果，
次の諸事実等が判明した．
（八戸青年会と菅十三郎）
警視流形解説最古の写本（明１９解説）が警
視庁所在地の「東京」でなく遠隔の「八戸」図
書館において発見された理由いかんは，かねて
の疑問であった．
今回，明１９解説を精査したところ，表紙の
「八戸青年会章」との朱印影の次に「明治２４
年１１月１日に菅正三郎（以下「寄贈者」とい
う）が寄贈した」旨の表示の存在を確認した．「明
治２４年１１月１日写之」との部分はかねて指
摘され，同日の筆写は推認できるが，従前「八
戸青年会」の印影がさほど重視されず，八戸図
書館の取得年月日も周知されなかったこと等
から（剣道の歴史５２４頁等参照），筆写日か
ら相当日時を経過した後，八戸青年会又は八戸
図書館が明１９解説を取得したやの誤解もあっ
た．しかし，今回，明治２４年１１月１日まで
に，寄贈者が「明１９解説の原本又はこれに類
するもの」を取得して八戸で所持するとともに，
同日これを参照しつつ筆写して寄贈した事実が
新たに推認された．「八戸青年会章」の印影を
も踏まえると寄贈先は「八戸青年会」と目され，
寄贈者の人物像や八戸青年会，八戸図書館，警
視庁等との関わり，寄贈者による「明１９解説
の原本又はこれに類する物」の入手経緯等につ
き調査の必要が生じた．
明１９解説を現蔵する「八戸図書館」の歴史
は，明治７年旧八戸藩士族による八戸書籍縦覧
所開業に始まる．明治８年・書籍館（図書館）
一覧表（同年文部省第３年報）は僅かに東京，
大阪，京都及び八戸の４館を掲げ，八戸書籍縦
覧所は，日本の近代図書館の嚆矢である．他方
「八戸青年会」は，明治２２年士族や有力町家，
中井 憲治
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豪農の子弟教育養成を目的として結成された．
明治２５年３月修文局，講武局，理事局及び図
書局の４局制に組織改編後，財政難に陥ってい
た八戸書籍縦覧所の運営を委託され，明治２８
年附属図書館を設置した（１９７４年・八戸図
書館百年史６５・１４４・５６９・５７２頁）．
八戸図書館に「菅正三郎」又は「八戸青年会」
の関連資料を照会したところ，「明治２６年３
月調・八戸青年会職員録」を所蔵しており，そ
れによると「菅正三郎」なる者（以下「菅」と
いう）が八戸青年会に在籍し，明治２２年１０
月書籍縦覧会助員，同２３年１２月修文局事務
員，同２４年１０月評議員を各務めた事実が判
明した．他方，明治２４年の「明１９年解説」
寄贈から２０年後の明治４４年，八戸青年会は
無期休会となり，蔵書を八戸図書館に寄贈し
た．その際の八戸青年会寄贈書籍目録・第１７
兵事の部に「警視庁剣術組太刀之方書１冊」と
の記載があること等から，寄贈者は，八戸青年
会図書局設置直前の明治２４年１１月１日「明
１９解説の原本又はこれに類する物」を参照し
つつ「明１９年解説」を筆写し，八戸青年会に
寄贈した事実が概ね確定できた．加えて「菅」
が，寄贈当時八戸青年会修文局事務員であった
ことから「寄贈者」本人と推認できると思われ
る．その後明治４４年ころ，八戸図書館は，八
戸青年会から明１９年解説を寄贈され，今日ま
で所蔵するところとなった（八戸図書館百年史
１６７・１９８・５７６頁）．
菅は，明治２２年八戸青年会発足に際し採用
された．青年会の要職に就かず詳細な経歴，警
察勤務の有無等不明であるが，前記Ⅱのとお
り明治７年以降，当時の欠員を急遽解消すべ
く東北地方など各地から巡査２千人を募集して
おり，八戸青年会が士族関連組織であることを
踏まえると，菅が明治２２年八戸青年会に採用
されるに先だって警視庁に勤務するなど，明治
１９年制定の警視流と関わりを持った可能性は
十分あり得るやに思われる．「菅」に関する資料，
取り分け警視庁又は在京関連の資料を更に探索
する必要がある．
（警視流剣術之形と警視流立居合）
九十年史２５頁や剣道百年１９頁が，警視庁
流撃剣形を詳述後「なお同時に警視庁流居合形
を定めた」旨付記するように，明１９解説の表
題の趣旨を「警視流剣術組太刀」の「方（形）」
に関する「書」と理解し，居合の記述は組太刀
のそれに付随するとの位置づけが大勢かと思わ
れるが，表紙部分を再検すると「八戸青年会章」
の朱の印影に引き続き
　警視庁剣術
　　　　　　　之　方　書
　組　太　刀
との表題及び「２４年１１月１日写之」との筆
写日が各墨書されていた．これまで当該表題
を「警視流剣術組太刀之方書」と読むべきもの
とされてきたが，「警視流剣術」及び「組太刀」
の文言を殊更改行して対等に併記し，当該併記
に係る両文言を共に受ける形で「之方書」と記
載していることからして，文理的には「警視流
剣術の形」及び「組太刀の形」に関する「書」
と読むのが自然であろう．更に形解説の構成を
見ると「表題」から「緒言」を経て本体の「形
解説」に至るが，冒頭が「組太刀」からでなく，
まずもって「居合」５本の形解説から始め，次
に「木太刀」１０本を記述する順序が注目され
る．そして，これら形解説末尾に木太刀「寸尺」
を定め，居合刀は「寸尺定規ナシ」とした．し
たがって「警視流剣術」たる居合に引き続き「組
太刀」たる木太刀の各形を解説したと見るのが
形解説の順序や構成上も首肯されよう．しかし
て，従前の「警視流立居合」との呼称は必ずし
も適切でなく，本来は「警視流剣術形」とすべ
きが相当であったやに愚考する．警視流制定当
時の治安状況は前記Ⅱのとおりであり，職務遂
行上，抜刀，実戦等を常時想定する日々であっ
た < 注１０>．まずは現場実務と実戦に対応す
べく，真剣を用いる剣術の形たる「居合」から
解説を始め，次に，当該剣術の訓練手法の一た
る木刀による「組太刀」の解説に及んだやに推
察した次第であり，さらなる資料蒐集等を待ち
たい．
< 注１０>　明治２８年６月３日讀賣新聞は「食
後の運動又は鬱気を散ずるべく居合修
錬を常とした福澤（諭吉）翁が広島に
出張して旅館滞在中，夕食後座敷で肌
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脱ぎになり修錬中，入室した従業員が，
翁の今にも斬ってかからん凄まじい有
様に気絶した」旨報道し，往時の武道
の有り様を彷彿とさせる．
　4　警視流立居合の伝承
居合中興の祖とされる中山博道・剣道居合道
杖道範士（明治５年生，昭和３３年逝去）は，
神道無念流根岸信五郎の有信館を継ぎ，警視庁
剣道主席師範，三菱武道会剣道（初代）師範等
を務めた．有信館常任幹事の高須忠雄，有信館
で修行した中島五郎蔵，岡田守弘らは，警視庁
剣道師範として警視庁に居合を根付かせ，同じ
く有信館で修行した武藤修三，根本正太郎，斎
藤勇，和田八郎らは，三菱武道部に居合を普及
させた（居合道虎の巻１０２頁）．警視流立居
合の形提出者とされる浅山一傳流・広瀬廉，神
道無念流・雨宮真三郎，田宮流・小沢宣，鏡新
明智流・上田及び立身流・逸見らから，中山主
席師範が警視流立居合を伝承したと窺われる
が，その経緯は資料上必ずしも明確でない．
（警視庁武道場「得剛館」式典における公開
演武）
警視庁武道場「得剛館」は，山崎巌・第４８
代警視総監が，論語卷第三公冶長第五・１１「子
曰，吾未見剛者，或對曰，申棖，子曰，棖也慾，
焉得剛」から命名した．教養課「警視庁得剛館
の落成に関して」昭和１６年１２月自警１２頁
は，同年行われた修祓落成式において，打太刀
持田盛二師範及び仕太刀森正純師範による大日
本帝国剣道形，打太刀大野友規教師及び仕太刀
飯田昌隆教師による「警視流木太刀の形」，堀
田捨次郎師範（明治１６年生．渡邊昇範士（天
保９年生．大正２年逝去）に師事．明治３８年
警視庁採用，剣道師範世話掛．剣道範士）によ
る「警視流居合」の公開演武が行われた旨記述
する．併せて「中山博道師範が大日本帝国剣道
形の仕太刀と夢想神伝流居合を行う予定であっ
たが中止」との記述もあり，当時の警視庁にお
いて，堀田師範が警視流居合，中山師範が夢想
神伝流居合を指導していたものと窺われる．
（堀田師範→小野・伊藤雅二・岡田・久原師
範→石関師範）
昭和２１年７月自警は，当時の教養課体育師
範（剣道）が，斎村五郎（第二代主席師範），
持田盛二（第三代主席師範），岸川辰次，小野
十生（第四代主席師範），森正純（第五代主席
師範），柴田萬作，堀口清（第六代主席師範）
及び伊藤雅二であり，教養課体育教師（剣道）
が，岡田守弘，石関進，中島五郎蔵ら１２人で
あると記述する．このうち伊藤雅二は，前掲・
広島県呉市の警視流立居合の指導者である．昭
和５３年・武芸流派大事典２５１頁は，警視流
（居合）師範が「岡田守弘，小野十生，佐川博
男」であると記載しており，終戦直後の警視庁
で剣道指導者相当数が，警視流立居合を修錬し
ていた事実は意義深い．これら諸事実から見て，
堀田師範が，小野，伊藤（雅二），岡田，石関
各師範らに立居合を伝承したものと推認できよ
う．
ところで，警視庁居合同好会所蔵「警視流居
合」（原本写しに丁数を手書）は「警視庁警察
練習所助教の頃，堀田師範から警視流立居合の
教えを受けた．高輪署で「剣道の」石関進と３
年間一緒に勤務し，大森流と警視流をやった．
長年の間に二人のやり方に多少の違いが生じ，
先日，私の道場で大体統一を図った」と記述す
る．文中に「久原師範」とあり，当該筆者が殊
更「剣道の」石関進としていること等から，当
該原本は，昭和２１年７月当時の体育師範（柔
道）久原義之が，昭和３９年（同年・浅草寺武
道大会の写真が掲載）以降に作成したものであ
るやに見られていたが，今回の調査によって昭
和５１年・久原義之「水流」修道館久原道場
２７９頁であることが確定した．久原師範（昭
和２年警視庁採用，同２２年武術師範退職）は，
武徳会教士講道館八段・剣道五段錬士・居合道
五段教士であり，剣道家に混じって立居合を修
錬していた．往時の剣術や居合には柔術的要素
も含まれ，高名な居合道人である福井春政（明
治１７年生）が，柔道教師のころから大江正路
に師事し，戦前，無双直伝英信流第１９代とし
て活躍したように（居合道虎の巻９８頁），柔
道家が警視流立居合を修錬することは，かつて
は自然な風景であったやに思われる．
（石関師範→和田範士．エリザベス女王への
警視流立居合公開演武等）
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和田八郎居合道範士（明治３９年生．全三菱
菱剣会幹事．平成１０年逝去）は，昭和５０年
５月８日国立第二競技場で開催された「エリザ
ベス女王・スポーツ観覧のつどい」において居
合道人を代表し，大森流「初発刀」に引き続
き警視流「前越」「夢想返」の２本を演武（三
菱武道部居合道部会「八郎閑話」平成１０年
刊，昭和５８年３月５日付け「栃木よみうり」
２３７号）．鈴木一師範は「和田範士に誘われ，
石関教師が十数名の者を対象に警視総監邸で実
施した立居合伝達講習に参加．和田範士は，石
関師範から立居合を伝承され，三菱道場で川口
教士らを指導した」と記憶され，立居合は，石
関師範から和田範士を経て三菱武道会居合道部
に伝承された．和田範士は前掲・和田解説を遺
し，昭和５１- ２年度全国三菱武道大会（日本
武道館）で立居合演武の立会を務めた（同大会
資料）．
（岡田師範→佐川範士）
岡田師範は，堀田師範らから警視流立居合を
伝承したやに思われる．佐川博男範士（大正６
年生）は，昭和２４年から中山師範，同２７年
から岡田師範に各師事し，同２８年から三菱武
道部に所属した．武芸流派大事典に警視流（居
合）師範として「岡田守弘」「佐川博男」との
記載があり，岡田師範が館長を務めた「尚道館」
ホームページも「佐川範士が門人」とするなど，
立居合は，岡田師範から佐川範士へと伝承され
たと思われる．
（堀田師範→岡田・高須師範→棚谷師範→天
野・續教士）
棚谷昌美・剣道居合道杖道範士（大正３年生．
昭和１０年警視庁採用，同５０年剣道指導室師
範退職．平成３年逝去）は，昭和１１年高須忠
雄範士に師事し，警視庁居合同好会初代（昭和
４４年から同５９年まで）師範に就任，槙野・
土田両警視総監ら幹部職員に居合道を指導し
た．天野・續両教士八段（警視流）は，棚谷師
範から警視流立居合の指導を受けたやに承知し
ているが，同師範作成の形解説等は未発見であ
る．同師範が師事した高須師範の立居合修錬の
有無は定かでないが，居合道名人伝上卷１４２
頁は「堀田師範，高須助教の名コンビ」と題し
「堀田は高須より４歳上だが，２０歳で警視庁
に入る．高須と神楽坂等６署を受け持ち，コン
ビは絶妙」旨記述し，立居合が堀田師範から高
須師範を経て棚谷師範に継承された可能性は残
る．しかし，高須師範に師事した小林忠雄居合
道範士はやや消極であり，棚谷師範に師事した
高山功剣道教士八段は「棚谷師範は，岡田師範
から立居合を習った可能性が強い」旨示唆する．
（警視庁居合同好会．堀田師範→石関師範→
久保師範→伊藤師範）
警視庁居合同好会は，昭和４４年土田國保刑
事部長（第７０代警視総監）が中心となって発
足し，槇野勇・第６９代警視総監を含む警視庁
幹部らの参加を得て発展．棚谷初代（昭和４４
年から同５９年まで）師範の後，第二代（昭和
５９年から平成１１年まで）に久保師範が就任
した < 注１１>．平成１１年に伊藤第三代師範
が就任し，今日に至る．
< 注１１>　滝井幸男警視庁本部初代助教（昭
和４４年から同４６年まで．後に剣道
指導室）は棚谷師範に師事し居合道普
及に尽力した．
久保師範は警視庁本部第三代助教（昭和４８
年から同５０年まで），剣道指導室勤務を経て
居合同好会第二代師範に就任し，同６２年警視
庁退職後も警務部嘱託として平成１１年まで勤
務した．棚谷師範逝去（平成３年）後と思われ
る時期，剣道指導室が警視庁の各種形を整理す
ることとなり，久保師範は警視流立居合を担当
した．当時，警視流立居合の「確実な伝統」は
途絶えていたが，石関進（元）剣道指導室師範
から指導を受けて「ひととおりの完成」をした
ものにつき，佐川東京都剣道連盟居合道部会長
（当時）の了承を得た（同１９年・久保師範「警
視流の伝承」警視庁居合同好会三十五周年記念
誌３５頁）．その後，平成６年警視庁武道館に
おいて，剣道指導室企画による立居合の伝達講
習を実施し，講習用メモ（以下「久保解説」と
いう）を配布し，自らの演武を録画して遺した．
久保師範が棚谷師範から警視流立居合の指導
をよく受けたとの事実は確認されていない．久
保師範が石関師範の指導を受けて「久保解説」
を作成した時期は，平成３年の棚谷師範逝去後
警視流立居合に関する研究
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と目され，同逝去後に，久保師範が警視流立居
合の修錬を本格化させた可能性なしとしないや
に思われる．久保師範は「久保解説」を取りま
とめた後，警視庁における伝達講習を実施する
に先立ち，佐川範士の事前確認を得ているが，
当該経緯は前述の（岡田師範→佐川範士）の伝
承経緯から合理性がある．佐川範士は「警視庁
で修錬されているものが警視流立居合である」
と久保師範に語られた由であり，警視流の創設
経緯や「警視庁流」との呼称が往時併存してい
たこと等から見て十分首肯し得よう．
5　警視流立居合の形解説の系譜
一般に形解説は口伝による部分が大きいとこ
ろ「明治の撃剣世話掛が制定，その後身たる剣
道指導室を中心とする警視庁武道の一流派」た
る出自にかんがみ，正統性を有する警視流立居
合の解説は，もっぱら明１９年解説，昭５６解
説など警視庁作成に係る資料及び警視庁歴代師
範の口伝によるのが相当であって，その余の形
解説等は資料的価値が高いものの，警視「庁」
流との呼称の存在，出自の正統性確保等から，
剣道指導室の作成資料や口伝を補充するものと
して位置づけるべきであると考える．
今日，警視庁で修錬されている立居合は，堀
田師範から石関師範を経て久保師範，そして伊
藤師範へと口伝によって伝承された．今回，形
解説の系譜を辿ったところ，室井解説，助教会
解説，昭４２解説，昭５６解説等から後掲・伊
藤師範（口伝）形解説案（以下「現解説」とい
う）に至る伝承の経緯がほぼ解明された．
（礼法の採用）
明１９解説は礼法を記述しなかったが，室井
解説は，神殿拝礼に引き続き，蹲踞し「左膝を
つき」帯刀・脱刀する旨，警視流形解説として
初めて礼法を規定した．その後，助教会解説は，
当該「左膝をつき」との部分を省略し「蹲踞し
刀礼」後に帯刀・脱刀する旨に改め，これが昭
５６解説に承継された．
弓馬術礼法小笠原教場三十世・小笠原清信は，
昭和４４年「明治初年，抜刀隊の刺激による警
察剣道は，僅かに武道としての総合的な考え方
を実生活に活かす意味で伝えていた．この時代，
並行的に学生間に撃剣が普及．撃剣を通じて人
間性に魂を入れる教育の具としようとした学生
剣道は，剣術のみの稽古から道への導入を考え，
これが剣道へと転換させた．嘉納治五郎も，新
しい時代，欧米の体育に伍する日本の体育との
意義をもって柔道と称した．関節技や当身を外
し人為的ルールで狭めた技の中で自己を磨く方
法を打ち出す教育的意義が柔術から柔道に発展
させた」旨の研究結果を発表した（武道の礼法
２４頁）．その後の昭和５０年，全剣連は「剣
の理法の修錬による人間形成の道である」との
剣道の理念を制定し，更に平成１８年「生涯剣
道」を標榜し「生涯にわたる人間形成の道を見
出す指導に務める」との剣道指導の心構えを制
定した．同２０年，日本武道協議会は「武道は
武士道の伝統に由来する我が国で体系化された
武技の修錬による心技一如の運動文化で柔道剣
道弓道相撲空手道合気道少林寺拳法なぎなた銃
剣道を修練して心技体を一体として鍛え人格を
磨き道徳心を高め礼節を尊重する態度を養う国
家社会の平和と繁栄に寄与する人間形成の道で
ある」との武道の理念を制定した．武道は，礼
にはじまり礼に終わる．剣道修錬に際し礼法を
厳格に執り行うことによって，感情や闘争的本
能を統御するところに礼の意義があり（全剣連
「剣道指導要領」３０頁），剣道を正しく真剣に
学ぶはもとより，剣道の特性を通じて礼節をと
うとび（全剣連「剣道修錬の心構え」），礼法を
重んずる指導に努めること（全剣連「剣道指導
の心構え」）等とされる．警視流は，明治１９
年に制定されたが，前記Ⅱのとおり，同年帝国
大学撃剣部が設立され，同４４年の「体操に剣
道柔道を加えることを得」旨の中学校令施行規
則一部改正等によって，剣道は，近代教育の一
環を担うこととなった．警視庁を含む剣道界で
の礼法の採用は，現代武道史から見ても極めて
自然な流れであったといえよう．
ところで，大正元年制定の大日本剣道形は「打
太刀仕太刀剣ヲ提ケ立礼ニ始ム」「最終ノ礼ハ
最初ニ同シ」旨とし，抜刀の礼法を「蹲踞シツ
ツ剣ヲ抜キ合ハス」旨，昭和５６年制定の日本
剣道形解説書も「刀を提げ，立礼をして立会を
始める際には蹲踞しながら刀を抜き合わせる．
蹲踞は，やや右足を前にして右自然体となる程
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度」とする旨，いずれも「蹲踞」を礼法の重要
要素として規定するが，室井解説のように蹲踞
後「膝をつく」作法は採らない．昭和４４年制
定の全日本剣道連盟居合（解説）は，居合膝の
要領につき「帯刀姿勢から袴捌きの後，両膝を
折り曲げて左膝を斜めに傾けて立てて足裏右の
方で床を踏み，尻を左踵に乗せて上体を落ち着
ける」と規定し，居合膝で着座した状態におい
て，敵の殺気を感じるや「すばやく刀に両手を
かけて腰を上げる」旨規定する．
武道の礼法１００頁・１１０頁・１１９頁は，
礼法の基本姿勢として，立った姿勢，跪座の姿
勢及び座った姿勢を記述する．「跪座」とは，
膝をついて爪先だった姿勢をいい，踝の関節と
足指を鋭角に曲げ，両踵を付け，踝に軽く尻を
据える．やや前傾の姿勢で静かに呼吸し，手は
腿の上に静に置く．跪座の姿勢は，低い位置で
行動する際の基本であり，座位の場合で動きを
伴うときは，まずこれを採るとされ，武将の座
り方たる「幡足座」は，上座の足は爪先まで甲
を伸ばし，踵を股の中央につけ，下座足をこれ
に添えるが，足首を９０度の角度に折って足裏
を上座に向け，又は両方の足裏を合わせ，膝頭
を床につけ，背筋を素直に真っ直ぐ伸ばし，常
に油断なく構え，即，立ち，また座る所作を行
えるよう，常に油断なく構えるとする．
前述のように室井解説の「蹲踞し左膝をつき
帯刀・脱刀する」旨の礼法は，その後，助教会
解説によって「左膝をつき」が省略され，これ
が昭４２解説や昭５６解説を経，立居合の現解
説に引き継がれた．無駄を省くことは「実用」
につながり「実用」に「美」を求める．「実用」
「省略」「美」に関連性を持たせるのが武道の基
本的な考え方である旨の指摘もあり（武道の礼
法１４頁），当該省略の経緯は興味深い．日本
刀を凶器とする犯罪が続発する中，警視流は，
巡査らの統一的な教養訓練法として制定され
た．制定当初こそ礼法を規定していなかったも
のの，遅くとも昭和５年の室井解説までには礼
法が定められ，その後の口伝による継承の過程
で中で補正され，昭５６解説等に至ったと見ら
れる．武道の礼法は，現代武道学の重要な研究
対象である．全剣連は，礼法の研究を進める由
であり，その成果を踏まえつつ警視流立居合の
礼法の研究を深化させることが期待される．
（警視流立居合一本目の呼称と形解説の変遷）
明１９解説は，立居合一本目を「前越・浅山
一傳流」と表記した上「敵，前より来り不意に
切り掛けんとせし時，右足を踏み込み，敵の右
脇の下より胸部へ掛け抜き付ける．敵，跡（後）
に引き去るを付け込み二ﾀ足踏み込み，敵の頭
へ切り込むなり」と解説し「後の先」たる「敵
の右脇の下より胸部へ掛け抜き付け」及び「敵
の頭へ切込み」の二太刀を定めた．しかし，そ
の後，室井解説は，技の呼称を「前越」から「前
腰（正面）」へ，流派名を「浅山一傳流」から「浅
山流」と各改めた上，形解説も「右足を出し左
足を稍や寄せ，体を半身として右手の一手にて
刀を抜き付け（腰より肩上を目標として高く，
刃を上に切り付ける），その切り付けたる態度
より刀を左へ返し，上段となりつつ左手にて柄
を取り，同時に左足を前に出し，直ちに右足を
前に出して真向を切り下す」と詳細化した．
その後，助教会解説，昭４２解説，昭５６解
説等は，根拠等を詳らかにせず，一本目「前腰」
について「その切り付けたる「とき」左手拳の
処を刀の柄に添え，左足を出し左へ刀を返しつ
つ上段」となるとし，明１９解説や室井解説が
定めた初太刀「切り付け」に続く二刀目の「真
向を切り下す」部分を割愛した．しかし，昭和
５０年・和田解説は，立居合一本目の技の呼称
を明１９解説と同一の「前越」に復活させると
ともに，明１９解説及び室井解説と同様「抜き
付け」後「左足を右足に揃えると同時に，送り
足に右足を一歩踏み出しながら後方の敵を突く
ごとく大抜に刀を振りかぶり，左手甲を柄に当
て握りながら大きく真向に水月まで切り下ろ
す」として二太刀目の「切り下ろし」を復活さ
せた．昭和５１年・久原解説も「抜き付け」後
「左足を踏み出しながら，左手を柄に添え，左
から振りかぶり，右足を大きく踏み出すととも
に，真向から切り下ろす」旨，和田解説と同様，
明１９解説や室井解説の根幹というべき二太刀
目の「切り下ろし」を復活させた． 
明１９解説は，抜き付け後「敵，跡（後）に
引き去るを付け込み二ﾀ足踏み込み，敵の頭へ
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切り込む」と定め，室井解説も基本的に同様で
あり，平成６年・久保解説を嚆矢とする現解説
も，初太刀の抜き付けに続き「左足を前に送っ
て右足に揃えながら左受け流し上段に振りかぶ
り，右足を踏み込むと同時に，敵の頭上から臍
前まで切り下ろす」と定める．明１９解説は，
立居合一本目を「敵，前より来り不意に切り掛
けんとせし時」の技，すなわち「後の先」と規
定する．敵の不意の攻撃を迅速な鞘離れの一刀
で制する居合にあって，片手の抜きつけによる
初太刀のみでは，敵を完全に制することが常に
期待できない場合もあるとすれば，現解説の合
理性は首肯し得るやに思われる．さはさりなが
ら，技の技術的解釈に深く立ち入ることは武道
愛好家の能力を超える．全剣連居合１２本では
要義の大半が「抜き付け」後の「切り下ろし」
で「勝つ」とされることとの関連も含め，警視
流の理解をより深めるべく斯道専門家による修
錬に裏付けられた研究に待ちたい．
Ⅳ．おわりに
西南戦争後の明治１９年に制定された警視流
居合５本は，全てが立居合である．大正１４年
大日本帝国陸軍戸山学校制定の戸山流居合５本
も全て立居合であり，昭和１０年・戸山学校編
纂「剣術教範詳解」５３７頁は，一本目の意義
を「若干前方ニ在ル敵ガ，刀柄ニ手ヲ掛ケ抜刀
セントスルニ先ダチ，其前臂ヲ下ヨリ斬リ，続
イテ敵ガ後退スルヲ追込ミテ斬ル動作ナリ」と
し，趣旨は警視流一本目「前腰」と類似する．
今次敗戦が濃厚となった昭和２０年，神奈川県
平塚警察署長（当時）大村唯次が「居合の各流
の長所を織り交ぜ考えたもので，特に剣道と密
着した抜刀法として会得」すべきものとして，
中山博道師範から直接教示を受けて取りまとめ
た昭和３８年・関東居合道研究会（現・東日
本居合道研究会）「中山博道先生考案　大日本
抜刀法」は，基本之形４本と奥之形２本からな
るが，すべて立居合である．このうち奥之形一
本目（前敵逆刀）は警視流や戸山流の一本目と
類似するやに見られる．その後の全剣連居合も
１２本中８本を立居合が占め，結局，警視流立
居合制定後制定された居合は，概ね立居合であ
る．居合道国際普及の視座いかんはともかく，
一連の立居合制定経緯や「正座」の機会が激減
した生活様式の変化等も踏まえると，居合道に
おいては，今後とも立居合の比重が高まると予
測される．
教育基本法は，教育の目的が人格完成を目指
し心身共に健康な国民の育成にある旨明示し，
人格を磨き豊かな人生を送るべく「生涯学習」
でき，成果を良く生かせる社会の実現を図る旨
の理念を定め，武道必修化を定めた平成２４年
４月実施の学習指導要領も，心と体を一体とし
てとらえ「生涯」運動に親しむ資質や能力を育
てる旨を目標とする．武術から武道へ文化性を
深め，修錬を通し人間形成を図る剣道は，心技
体の法を長く追求し得る生涯学習にふさわしい
伝統文化のひとつである．科学的知見の裏付け
は未了であるものの膝や腰に対する負担が少な
いといわれる立居合は，「生涯剣道」推進等の
視座から再評価することも可能と思われ，関係
諸賢の更なる修錬と研究が期待される．
本研究の最後に，警視庁居合同好会で修錬さ
れ各種大会等で演武される警視流立居合の形解
説案を，伊藤師範の現時点での口伝に基づき，
一応取りまとめた．「久保解説」と基本的に同
じであるが，より明確化すべく補筆がある．あ
くまで未定稿であり，伊藤師範による更なる研
鑽及び改訂があり得ることをよく留保しつつ参
考までに別添する．
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「警視流立居合」形解説案
平成２４年５月吉日
第１　形制定の趣旨
警視流立居は，西南戦争後の明治１９年，警
視庁において，洋装帯剣の警察官が進退操縦宜
しきにかなうようにとの趣旨を含めて制定され
た .
第２　入退場と礼法
１　入場　全日本剣道連盟居合（解説）「作
法」（以下「全剣連作法」という）「出場」
に準じて行う .
２　神座（上席）への礼　全剣連作法の「神
座への礼」に準じて行う .
３　始めの刀礼　携刀姿勢から，袴を捌い
て蹲踞する＜注＞ . その姿勢で，全剣連作
法「終わりの刀礼」に準じて刀を床に置き，
両手の甲を正面に手先を真下に ( 間隔は肩
幅よりやや狭く）向け，床に軽く指先を
着ける . 終了後は，両手を太腿近くに置く .
　＜注＞膝等に支障がある場合には，左膝
　　　 を着いての蹲踞も可とする .  以下
　　　 同じ .
４　帯刀　蹲踞の姿勢で，全剣連作法の「帯
刀」に準じて帯刀及び下げ緒の結着を行
い，左手親指を鍔にかけて立ち上がる .
５　終わりの刀礼　携刀姿勢から，袴を捌
いて蹲踞する . その姿勢で，全剣連作法の
「終わりの刀礼」に準じ，下げ緒を解いて
脱刀を行い，刀を床に置く . 刀礼は「３　
始めの刀礼」と同じ . 終了後は，全剣連作
法「刀の取り方」に準じて刀を左腰に取り，
立ち上がる .
６　神座（上席）への礼　全剣連作法「神
座への礼」に準じて行う .
７　退場　全剣連作法「退場」に準じて行う .
第３　抜刀法
 一本目　前腰（正面）
＜原義・浅山一傳流＞　敵，前より来り
不意に切り掛けんとせし時，右足を
踏み込み，敵の右脇の下より胸部へ
掛け抜き付ける . 敵，跡（後）に引き
去るを付け込み二ﾀ足踏み込み，敵の
頭へ切り込むなり（資料①）.
（要義）敵が前から来て切り掛ろうとした時，
右脇から胸部にかけて抜き付け，敵が
後ろに下がるところを，更に頭上から
臍前に切り下ろす .
（演武）直立の姿勢から，刀に両手を掛けると
同時に左足から前進する . ３歩目左足
を踏み出す時，鞘を下に返しながら刀
を抜き出し，４歩目右足を踏み込むと
同時に，右片手で敵の右腰から左肩上
に向けて袈裟に切り上げる（切り上げ
た切先の高さは目の高さくらい）. 右
手を正中に送りながら剣先を左側（刃
は前方）に向け，左手の甲を右手の前
に添え両手の間から敵をのぞき込む
ようにしつつ，左足を前に送って右足
に揃えながら左受け流し上段に振りか
ぶり，右足を踏み込むと同時に，敵の
頭上から臍前まで切り下ろす .
「下段残心・納刀」下段の残心を示しつつ
血流し . 左足を前に送って右足に揃え，
刀の峯中程を左肩に当て，刀身を左順
手で挟んで柄を右逆手に持ちかえ，鯉
口を左手で握って鎺近くの峯に当て
（柄頭を敵の顔に向け）左足を後ろに
引きながら柄を前に出し，切先を鯉口
に落とした後，右足を後ろに引きなが
ら納刀し，左足に揃えると同時に納刀
を終える . 柄を握った右手を前に滑ら
せ柄頭から抜き離す .
 二本目　夢想返し（正面から後ろ）
＜原義・神道無念流＞　敵，後ろより来り
切り掛けんとする時，踏み出せし右
足を直ちに後ろへ廻し，踏み込みな
がら敵の右脇の下より胸部へ掛け抜
き付ける . 敵，驚き跡（後）へ引くを
付け込み二ﾀ足踏み込み，敵の頭上へ
切り込む . 敵，後ろへ臥るを，又一
ﾄ足踏み込み上段に取り囲む（資料①）.
（要義）敵が前から来た時，水月に柄当てす 
る . 続いて後の敵に振り向いて，胴に
切り付け，敵が後ろに下がるところを，
更に頭上から臍前に切り下ろす .
＜別紙＞
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（演武）直立の姿勢から，刀に両手をかける
と同時に左足から前進する . ４歩目右
足を踏み込むと同時に，敵の水月に柄
当てする . 鞘引きしながら左足を軸に
真後ろを振り向き，右足を踏み込むと
同時に，右片手で敵の胴に水平に切り
付ける . 左足を前に送って右足に揃え
ながら左受け流し上段に振りかぶり，
右足を踏み込むと同時に，敵の頭上か
ら臍前まで切り下ろす　＜注＞ .　　
左足を踏み出し左上段の残心を示し，
左足を後ろに引いて中段の姿勢をと
る .「下段残心・納刀」を行う .
　＜注＞公開演武等の場合は，引き続き
全剣連居合「諸手突き」３人目
の敵を切る動作を追加し，正面
を向いて技を終えるものとす
る .
 三本目　廻り掛け（正面から左）
＜原義・田宮流＞　敵，左の方に並び行
く途中，刀の柄に手を掛け抜かんと
せし時，左の足を後ろへ引きながら
敵の横腹へ抜き付ける . 其の太刀を左
へ巻き，足は其侭にて頭上へ切り込
むなり（資料①）.
（要義）敵が左側に並んで歩く途中に刀を抜
こうとしたため，左の敵に向き，胴に
切り付け，更に頭上から臍前に切り下
ろす .
（演武）直立の姿勢から，刀に両手をかける
と同時に左足から前進する . ４歩目の
右足を左足の前に踏み，右足を軸に左
を向いて，左足を後ろに引くと同時
に，右片手で敵の胴に水平に切り付け
る . 右足を後ろに引いて左足に揃えな
がら左受け流し上段に振りかぶり，右
足を踏み込むと同時に，敵の頭上より
臍前まで切り下ろす .「下段残心・納刀」
を行う .
 四本目　右の敵（正面から右）
＜原義・鏡新明智流＞　敵，右の方に並
び行く途中，敵，刀の柄に手を掛け
抜かんとせし時，左足を左へ開きな
がら敵の右鬢へ抜き付け，其の太刀
を左へ巻き，足は其侭にて頭上へ切
り込むなり（資料①）.
（要義）敵が右側に並んで歩く途中に刀を抜
こうとしたため，右の敵に向き，小鬢
（こめかみ）に切り付け，更に頭上か
ら臍前に切り下ろす .
（演武）直立の姿勢から，刀に両手をかける
と同時に左足から前進する。３歩目の左
足を右足の前に踏み，左足を軸に右を
向き，右足を踏み込むと同時に，右片
手で敵の小鬢に切り上げる（敵の左頭
上まで切り抜く）. 右足を後ろに引い
て左足に揃えながら左受け流し上段に
振りかぶり，左足を踏み込むと同時に，
敵の頭上から臍前まで切り下ろす .　
「下段残心・納刀」を行う .
 五本目　四方（正面から後ろ，左，右）
＜原義・立身流＞　敵，四方より囲む時，
我が頭上を凌ぎながら右足を踏み込
み，前の敵を抜き打ち頭上へ切り込
み，足は其侭にて後ろの敵を切る . 右
足を踏み込みながら太刀を左へ巻き，
又一太刀切る . 又右足を右跡（後）へ
開き，太刀を右へ巻き，右の敵を切
り，又右足を踏み込みながら太刀を
左へ巻き，又一太刀切る . 足は其侭に
て後ろの敵を切り，又右足を踏み込
みながら太刀を左へ巻き，又一太刀
切る . 是にて四方の敵を打留むるなり
（資料①）.
（要義）敵が四方から囲む時，正面の敵の頭
上から顎下に切り付ける . 続いて後ろ
の敵に向き，頭上から顎下に切り込み，
更に頭上から臍前に切り下ろす . 次に，
左の敵に向き，頭上から顎下に切り込
み，更に頭上から臍前に切り下ろす . 最
後に，後の敵に向き，頭上から顎下に
切り込み，更に頭上から臍前に切り下
ろす .
（演武）直立の姿勢から，刀に両手をかける
と同時に，左足から前進する。２歩目
の右足を踏み込むと同時に，右片手で
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正面の敵の右頭上から顎下まで切り付
ける。続いて左足を軸に，二人目真
後ろの敵に向くと同時に，右受け流し
上段から，敵の頭上から顎下まで切
り込み，更に左受け流し上段から右足
をを踏み込むと同時に，頭上から臍
前まで切り下ろす . 次に，左足を軸に，
三人目左の敵に向くと同時に，右受
け流し上段から右足を後ろに引くと
同時に，頭上から顎下まで切り込み，
更に左受け流し上段から右足を踏み込
むと同時に，頭上から臍前まで切り下
ろす .
最後に，左足を軸に，四人目真後ろの
敵に向くと同時に，右受け流し上段
から敵の頭上から顎下まで切り込み，
更に左受け流し上段から右足を踏み込
むと同時に，頭上から臍前まで切り下
ろす。「下段残心・納刀」を行う .
資料①　警視流剣術組太刀之方書（明治２４年
　　　　１１月１日写之）
剣道の歴史（資料編）５２４頁，前掲「警
　視流立居合」形解説案「原義」参照。
資料②　警視流立居合（昭和５６年・警視庁　
　　　　剣道要鑑７１頁）
（１）立居合総名
１　前　腰　  （正面）　　浅山流 < 注 9>　
　　　　　　　 幕　臣　広瀬　廉　　提出
２　夢想返し（正面より後）　神道無念流
　　　　　　　　　長岡藩　雨宮真三郎　提出
３　廻り掛け（正面より左）　田宮流　　
　　               　　水戸藩　小沢　宣　　提出
４　右の敵（正面より右）　鏡心明智流<注３> 
　　　　　　　　　幕　臣　上田　美忠　提出
５　四　方（正面より後左右）　　立身流
　　　　　　　　　佐倉藩　逸見　宗助　提出
（２）形の持ち方及び作法（省略）
（３）刀の納め方（省略）
（４）抜き付け　抜き付けたるときは，柄頭
を二の腕に当て刃を稍々上にす .
（５）納め　各１本毎に刀を納めるには，斬
り付けより下段の残心を示し，右足を
左足に付けながら血拭をし，刀の３分
の１先を左手の拇指と食指との間に挟
み，右手を逆として柄を持ち換え，左
足を引き尖先３寸を入れ，右足を引き
直立となりつつ刀を全く納めるなり .
（６）抜刀法
一本目　前腰（正面）　右足を出し左足を
稍々寄せ，体を半身として右手の一手
にて刀を抜き付け（腰より肩上を目標
として高く，刃を上に切り付ける），そ
の切り付けたるとき（態度より）左手
拳の処を刀の柄に添え，左足を出し左
へ刀を返しつつ上段となり，右足を左
足に揃えつつ血拭い，左足を引くとと
もに刀を納む .
二本目　夢想返し（後へ抜き付け）　左
足より５，６歩出て右足の出たる時柄当
てて，左足を軸として左より後へ向き，
右足を出して刀を抜きつけ（胴を切る）
左足を出して上段となり右足を出して
真向に切り付ける . 左足を出して左上段
となりて残心を示す . 後左足を引き正眼
となり，右足を左足に揃えて血拭い左
足を引きて刀を納めつつ右足を左足に
引きて一束となる . 柄当は，真向を突く
ものとす .
三本目　廻り掛け（左向き）　数歩出で右
足の出でたるとき（時）左足を右側面
に引き，体を左に向け切り付け（胴を
切る），右足を左足に引きつけ上段とな
り，直に右足を出して真向を切る . 下段
残心を示し，右足を左足に引き付け一
束として血拭いし，左足を引きて刀を
納め，右足を引きて一束とす .
四本目　右の敵（右向き）　右足を出した
るとき（時）左足を左に引き体を右に
躱して切り付け（小鬢を切る），右足を
左足に引き寄せ一束として上段となり，
真向に切り付けるなり . 下段残心（血拭
刀納前と同じ）.
五本目　四方（正面後左右）　右手にて柄
を握り両手の握りを胸に上げ，左手先
を内に巻き右手にて稍々刀を抜き，相
手の切り付けに応じ，直に右足を出し
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て月形に大きく右片手にて切り付け，
その体を左に廻して後に向き，刀を右
側面に返して左足にて上段より切り，
直に左側面に刀を廻し上段となり，右
足を出して真向を切る . 右足を左側面に
引き左向となり，左足の出でたるまま
上段より切り，直に右足を出して上段
より切る . 足踏をそのままにて体を左に
廻し後向きとなり，上段にて切り，右
足を出して上段より切り込む . 下段残心
血拭い，刀を納む .
（抜刀法終わり . 以下省略）
2012 年 5 月 28 日受付
2012 年 7 月 25 日受理( )
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